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女
性
医
師
の
社
会
貢
献

わ
が
国
の
全
医
師
に
占
め
る
女
性
医

師
の
割
合
は
約
17
％
で
す
が
、
研
修
医

な
ど
の
若
い
医
師
の
世
代
で
は
約
35
％

を
占
め
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、

２
０
５
０
年
に
は
女
性
医
師
の
割
合
が

30
％
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
医
師
と
し
て
の
技
量
や
能
力
に
男

女
の
違
い
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
男

女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す
日
本
と
し

て
も
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す
。

米
国
の
医
学
雑
誌
に
は「
女
性
医
師
の

診
察
時
間
は
男
性
医
師
に
比
べ
約
10
％

長
く
、
女
性
医
師
の
ほ
う
が
親
身
で
患

者
本
位
で
、
患
者
の
生
活
全
般
に
つ
い

て
話
し
合
う
場
合
が
多
い
」と
報
告
さ

れ
、
女
性
医
師
の
優
れ
た
特
性
が
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
女
性
医
師

に
も
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
と

い
っ
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
あ
り
ま

す
。
多
く
の
女
性
医
師
た
ち
は
医
療
に

携
わ
り
な
が
ら
、
こ
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
を
両
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
最
近
の
医
療
現
場
で
は
、
特

に
病
院
で
の
医
師
不
足
が
大
き
な
社
会

東
京
女
子
医
科
大
学
消
化
器
内
科
教
授

白
鳥

敬
子

問
題
と
な
り
、
そ
の
厳
し
い
勤
務
環
境

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
出
産
・
育
児
を
契

機
に
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
女
性
医

師
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
女
性
医
師

の
就
業
実
態
か
ら
、
行
政
も
緊
急
医
師

確
保
対
策
を
打
ち
出
し
、
院
内
保
育
所

の
拡
充
、
女
性
医
師
復
帰
支
援
、
短
時

間
勤
務
雇
用
制
度
、
女
性
医
師
バ
ン
ク

な
ど
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
消
化
器
病
学

会
も
他
の
消
化
器
関
連
学
会
と
共
同
し

て
女
性
医
師
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組

み
を
始
め
て
い
ま
す
。

今
、
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス

（
生
活
と
仕
事
の
調
和
）と
い
う
考
え
方

を
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
が
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
医
師
で
あ
る
前

に
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
、
生
活
と
仕

事
の
調
和
が
と
れ
る
よ
う
な
社
会
の
実

現
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。
女
性

医
師
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
医
療
に

貢
献
で
き
る
よ
う
な
社
会
の
仕
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
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下
瀬
川
　
慢
性
膵
炎
の
３
分
の
２
は
長

期
大
量
飲
酒
が
原
因
で
、
飲
酒
者
の
多

い
男
性
で
は
女
性
の
３
倍
も
患
者
が
い

ま
す
。
原
因
不
明（
特
発
性
）の
患
者
は

女
性
で
５
割
、
男
性
で
２
割
弱
で
す
。

平
石
　
病
気
の
性
格
か
ら
み
て
対
応
の

目
標
は
現
状
維
持
に
な
り
ま
す
か
。

下
瀬
川
　
そ
う
で
す
。
医
師
は
禁
酒
、

禁
煙
、
食
生
活
の
改
善（
高
脂
肪
食
・
暴

飲
暴
食
の
禁
止
、
低
栄
養
の
改
善
）な
ど

を
指
導
し
、
膵
臓
機
能
の
維
持
や
症
状

「とにかくお酒をやめしましょう」下瀬川　徹

平
石
　
急
性
膵
炎
の
多
く
が
治
療
で
治

る
の
に
、
慢
性
膵
炎
は
ど
ん
ど
ん
悪
化

へ
向
か
う
病
気
で
す
。
慢
性
膵
炎
は「
腹

痛
病
」と
い
う
印
象
が
強
い
で
す
ね
。

下
瀬
川
　
慢
性
膵
炎
は
痛
み
を
手
が
か

り
に
診
療
を
進
め
る
こ
と
が
多
い
で
す

ね
。
患
者
は
み
ぞ
お
ち
の
疼
痛
、
上
腹

部
痛
、
背
中
の
痛
み
な
ど
を
訴
え
て
受

診
し
ま
す
。
医
師
は
飲
酒
に
つ
い
て
尋

ね
、
血
液
検
査
、
画
像
検
査（
超
音
波
・

Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）な
ど
を
行
っ
て
診
断
を

確
定
し
ま
す
。
飲
酒
開
始
か
ら
10
〜
20

年
く
ら
い
で
痛
み
が
出
て
き
ま
す
。

痛
み
が
病
状
を
反
映

平
石
　
ま
ず
慢
性
膵
炎
と
は
ど
の
よ
う

な
病
気
か
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

下
瀬
川
　
一
言
で
言
え
ば
膵
臓
が
ゆ
っ
く

り
と
壊
れ
て
い
く
病
気
で
す
。
膵
臓
の
あ

ち
こ
ち
に
生
じ
た
小
さ
な
急
性
の
炎
症

が
、
軽
快
↓
再
燃
↓
線
維
化
を
繰
り
返

し
て
働
き
が
悪
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
結
果
、
膵
臓
か
ら
大
量
に
分
泌
さ
れ

て
い
た
膵
液（
脂
肪
・
た
ん
白
・
炭
水
化

物
の
消
化
酵
素
）や
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌

が
次
第
に
低
下
し
て
き
ま
す
。

平
石
　
痛
み
は
病
気
の
進
行
状
態
を
反
映

す
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

下
瀬
川
　
そ
の
通
り
で
す
。
慢
性
膵
炎

は
機
能
が
保
た
れ
て
い
る「
代
償
期
」、

正
常
細
胞
が
減
っ
て
膵
液
の
分
泌
が
低

下
し
て
く
る「
移
行
期
」、
膵
臓
の
機
能

が
失
わ
れ
る「
非
代
償
期
」の
経
過
を
た

ど
り
ま
す
。
代
償
期
は
腹
痛
期
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
痛
み
が
強
い
の
で
す
が
、

病
状
の
進
行
に
伴
い
膵
液
を
作
る
細
胞

が
減
っ
て
働
き
が
弱
く
な
り
、
あ
ま
り

痛
ま
な
く
な
り
ま
す
。
慢
性
膵
炎
は
治

療
の
難
し
い
病
気
で
す
が
、
特
に
痛
み

と
糖
尿
病
の
対
応
に
は
難
渋
し
ま
す
。

平
石
　
膵
性
糖
尿
病
で
す
ね
。

下
瀬
川
　
は
い
。
非
代
償
期
に
な
る
と

膵
液
、
イ
ン
ス
リ
ン
な
ど
の
分
泌
が
極

端
に
悪
く
な
り
、
未
消
化
の
脂
肪
が
便

に
排
泄
さ
れ
て
し
ま
う
消
化
吸
収
障
害

や
糖
尿
病
な
ど
が
出
て
き
ま
す
。

平
石
　
原
因
は
何
で
す
か
。

世
界
に
先
駆
け
て
作
ら
れ
た
２
つ
の「
慢
性
膵
炎
指
針
」の
作
成
責
任
医
師
が
語
る

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
医
師
と
患
者
向
け
の
手
引
き
」は

慢
性
膵
炎
克
服
の
カ
ギ
に
な
る

東
北
大
学
医
学
部
消
化
器
病
態
学
教
授

下
瀬
川
　
徹

氏

日
本
消
化
器
病
学
会
広
報
委
員
会
副
委
員
長

獨
協
医
科
大
学
医
学
部
内
科
学（
消
化
器
）

主
任
教
授

平
石
　
秀
幸

氏

近
年
、
慢
性
膵
炎
患
者
が
増
え
、
年
間
約
５
万
人
が
受
診
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
原

因
―
発
症
―
進
展
の
過
程
が
よ
く
解
明
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
治
療
の
決
め
手
は
得
ら

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
日
本
消
化
器
病
学
会
は
、
患
者
の
生
活
の
質
・
生
命
予
後

の
改
善
、
臨
床
研
究
発
展
を
目
的
に
、
09
年
、『
慢
性
膵
炎
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』を
、

今
秋
に
は『
患
者
さ
ん
と
家
族
の
た
め
の
慢
性
膵
炎
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』を
刊
行
し
ま
し

た
。
今
回
は
両
書
の
作
成
委
員
長
・
下
瀬
川
徹
先
生
に
、
慢
性
膵
炎
の
概
要
お
よ
び
こ

れ
ら
の「
手
引
書
」に
よ
る
慢
性
膵
炎
の
最
善
の
対
処
法
を
伺
い
ま
す
。（
平
石 

秀
幸
）
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平石 秀幸
（ひらいし ひでゆき）

「慢性膵炎は腹痛病の印象が強いですね」平石　秀幸

へ
の
対
応
や
栄
養
障
害
、
糖
尿
病
な
ど

の
治
療
を
き
め
細
か
く
行
い
ま
す
。

平
石
　
慢
性
膵
炎
患
者
は
膵
臓
が
ん
に

な
り
や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
。

下
瀬
川
　
健
常
者
に
比
べ
て
膵
臓
が
ん

発
症
率
は
15
〜
16
倍
で
あ
り
、
肺
・
食

道
・
肝
臓
が
ん
の
合
併
頻
度
も
高
く
、

定
期
的
な
受
診
が
大
切
で
す
。

質
の
高
い
証
拠
を
基
に

平
石
　
次
に
主
題
の『
慢
性
膵
炎
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
』に
移
り
ま
す
。
作
成
の
過

程
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

下
瀬
川
　
質
の
高
い
エ
ビ
デ
ン
ス（
科
学

的
証
拠
）に
基
づ
く
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
り
を
目
指
し
て
約
７
０
０
０
件

の
内
外
の
文
献
を
集
め
、
委
員
会

で
論
文
の
有
用
性
を
評
価
し
ま
し

た
。

平
石
　
厳
し
く
評
価
さ
れ
た
そ
う

で
す
ね
。
構
成
な
ど
も
き
め
細
か

い
で
す
。

下
瀬
川
　
診
断
、
病
期
診
断
、
治

療
、
予
後
の
４
項
目
で
、
質
問
が

61
個
で
す
。
回
答
、
診
療
内
容
の

評
価
、
解
説
か
ら
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
医
療
行
為
の
推
奨
グ

レ
―
ド
は
、
Ａ
、
Ｂ
、
C1
、
C2
、

Ｄ
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、「
行
う
よ

う
強
く
勧
め
ら
れ
る
」の
が
Ａ
で
、
C2
と

Ｄ
は「
行
わ
な
い
ほ
う
が
よ
い
」で
す
。

平
石
　
Ａ
は「
脂
肪
便
と
体
重
減
少
を
伴

う
慢
性
膵
炎
に
消
化
酵
素
薬
が
有
効
」

「
膵
性
糖
尿
病
の
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
開
始

は
食
事
療
法
や
経
口
血
糖
降
下
剤
な
ど

が
効
か
な
く
な
っ
た
時
」で
す
ね
。

下
瀬
川
　
禁
酒
、
禁
煙
、
脂
肪
制
限
、

医
師
の
生
活
指
導
、
腹
痛
の
内
視
鏡
治

療
、
外
科
手
術
で
の
進
行
阻
止
、
経
過

観
察
な
ど
が
Ｂ
と
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
世
界
の
研
究
者
が「
生
活
改
善
は
有

効
」と
認
め
て
い
ま
す
。
医
療
関
係
者
に

広
く
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

治
癒
の
可
能
性

平
石
　
最
後
の
テ
―
マ
は『
患
者
さ
ん
と

家
族
の
た
め
の
慢
性
膵
炎
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
』（
南
江
堂
）で
す
。

下
瀬
川
　
慢
性
膵
炎
が
働
き
盛
り
に
発

症
し
、
一
生
病
気
を
持
ち
続
け
る
こ
と
に

な
る
患
者
の
た
め
に
作
成
し
ま
し
た
。
全

臨
床
経
過
を
念
頭
に
置
き
、
予
後
の
改
善

を
目
指
し
た
世
界
初
の
試
み
で
す
。

平
石
　
項
目
は「
膵
臓
に
つ
い
て
」「
慢
性

膵
炎
に
つ
い
て
」「
診
断
」「
治
療
」「
予
後
」

で
、
25
個
の
質
問
と
回
答
、
詳
細
な
解

説
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
瀬
川
　
一
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「
治
療
で
慢
性
膵
炎
の
進
行
は
止
め
ら
れ

ま
す
か
」の
質
問
へ
の
回
答
は「
進
行
を

止
め
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
遅
ら
せ

る
こ
と
は
可
能
。
膵
臓
に
過
度
の
負
担

を
か
け
な
い
こ
と
、
日
常
生
活
の
管

理
、
禁
酒
、
脂
肪
食
制
限
、
適
切
な
薬

物
治
療
が
基
本
」で
す
。
厚
生
労
働
省
研

究
班
の
生
活
指
導
指
針
に
は
喫
煙
・
炭

酸
飲
料
・
コ
―
ヒ
―
・
刺
激
の
強
い
食

品
の
禁
止
な
ど
、
さ
ら
に
細
か
い
注
意

が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
石
　
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

下
瀬
川
　
遺
伝
で
起
こ
る
慢
性
膵
炎
の

原
因
遺
伝
子
が
わ
か
っ
た
の
を
機
に
病
態

の
解
明
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
昨
年
、
日

本
消
化
器
病
学
会
な
ど
が
共
同
で
早
期

慢
性
膵
炎
の
疾
患
概
念
を
世
界
で
初
め

て
診
断
基
準
に
採
り
入
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は「
慢
性
膵
炎
は
治
療
で
治
る
病
気
」

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
　

平
石
　
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
構
成
・
高
山
美
治
）
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知っておきたい治療薬

ガン細胞�

正常な細胞�

分子標的薬�

が
ん
細
胞
の
増
殖
に
か
か
わ
る
特
定
の
分
子
を
叩
く
新
し
い
タ
イ
プ
の

抗
が
ん
剤
を
分
子
標
的
薬
と
い
い
、
進
行
が
ん
や
再
発
が
ん
の
治
療
で
、

効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
の
遺
伝
子
検
査
で
薬
の
効
果

が
判
定
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
分
子
標
的
薬
は
副
作
用
が
少
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
特
有
の
副
作
用
が
現
れ
ま
す
。

留意点 強い副作用が現れることがある。患者さん個別に薬の効果が予測できる

◆
分
子
標
的
薬
と
は

消
化
器
が
ん
の
治
療
で
は
、
手
術
で

取
る
こ
と
の
で
き
な
い
が
ん
、
手
術
後

に
再
発
し
た
が
ん
、
手
術
後
の
再
発
予

防
に
抗
が
ん
剤
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

従
来
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
抗
が
ん

剤
は
細
胞
障
害
性
の
抗
が
ん
剤
と
も
い

わ
れ
、
が
ん
細
胞
の
分
裂
・
増
殖
を
阻

害
す
る
と
と
も
に
正
常
な
細
胞
に
も
作

用
す
る
こ
と
か
ら
、
副
作
用
が
問
題
に

な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
は
、
分
子
標
的
薬
と
呼
ば
れ
る

新
し
い
抗
が
ん
剤
が
登
場
し
て
き
て
い

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
病
院

消
化
管
腫
瘍
科

布
施
　
望

ま
す
。
こ
の
お
薬
の
特
徴
は
、
が
ん
細
胞

の
増
殖
や
転
移
に
か
か
わ
る
特
定
の
分
子

を
標
的
と
す
る
こ
と
で
大
き
な
効
果
を
発

揮
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
従
来
の

抗
が
ん
剤
の
よ
う
な
副
作
用
は
な
い
、
あ

る
い
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

ベ
バ
シ
ズ
マ
ブ
と
大
腸
が
ん

ベ
バ
シ
ズ
マ
ブ
は
が
ん
細
胞
が
作
り

出
す
血
管
内
皮
増
殖
因
子（
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
）と

い
う
分
子
に
対
す
る
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗

体
で
す
。
が
ん
が
大
き
く
な
る
た
め
に
は

よ
り
多
く
の
酸
素
や
栄
養
が
必
要
と
な

り
、
そ
れ
ら
を
が
ん
細
胞
に
送
る
た
め

の
新
し
い
血
管
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
際
、
が
ん
細
胞
に
よ
り
作
ら
れ
た

Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
が
血
管
に
あ
る
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
受

容
体
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し

い
血
管
が
作
ら
れ
ま
す
。

ベ
バ
シ
ズ
マ
ブ
は
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
を
ブ

ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
血

ひ
ょ
う

管
が
作
ら
れ
る
の
を
抑
え
、
が
ん
を
兵

ろ
う糧
攻
め
に
し
ま
す
。
た
だ
し
、
ベ
バ
シ

ズ
マ
ブ
単
独
で
は
効
果
が
弱
く
、
細
胞

障
害
性
の
抗
が
ん
剤
と
併
用
す
る
こ
と

で
、
高
い
治
療
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

ベ
バ
シ
ズ
マ
ブ
の
治
療
が
適
応
と
な

る
の
は
、
手
術
が
で
き
な
い
進
行
大
腸

が
ん
、
あ
る
い
は
再
発
大
腸
が
ん
で

す
。
従
来
の
抗
が
ん
剤
と
の
併
用
に
よ

り
、
生
存
期
間
を
延
ば
す
、
あ
る
い
は

が
ん
の
進
行
を
抑
え
る
期
間
を
延
ば
す

効
果
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
薬
は
血
管
に
作
用
す
る
た

め
、
高
血
圧
や
鼻
血
と
い
っ
た
副
作
用

が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま
す
。
ま
れ
に
消

せ
ん
こ
う

化
管
穿
孔
、
血
栓
症
、
傷
の
治
り
が
悪

く
な
る
と
い
っ
た
重
症
な
副
作
用
が
み

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

セ
ツ
キ
シ
マ
ブ
、
パ
ニ
ツ
ム
マ
ブ

と
大
腸
が
ん

セ
ツ
キ
シ
マ
ブ
、
パ
ニ
ツ
ム
マ
ブ
は

が
ん
の
分
子
標
的
治
療

消
化
器
病
の

薬
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診療科：消化管腫瘍科

と
も
に
上
皮
細
胞
増
殖
因
子
受
容
体(

Ｅ

Ｇ
Ｆ
Ｒ)

に
対
す
る
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗

体
で
す
。
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
は
が
ん
細
胞
の
表

面
に
あ
る
受
容
体
で
、
こ
こ
に
特
定
の

物
質
が
結
合
す
る
こ
と
で
細
胞
増
殖
の

ス
イ
ッ
チ
が
入
り
、
が
ん
細
胞
は
分

裂
・
増
殖
し
ま
す
。
セ
ツ
キ
シ
マ
ブ
、

パ
ニ
ツ
ム
マ
ブ
は
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
の
受
容
体

に
結
合
す
る
こ
と
で
、
こ
の
ス
イ
ッ
チ

が
入
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

手
術
の
で
き
な
い
進
行
大
腸
が
ん
、

再
発
大
腸
が
ん
の
患
者
さ
ん
に
、
こ
れ

ら
の
お
薬
を
単
独
で
使
用
、
あ
る
い
は

従
来
の
抗
が
ん
剤
と
併
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
存
期
間
を
延
ば
す
、
あ
る
い

は
が
ん
の
進
行
を
抑
え
る
期
間
を
延
ば

す
効
果
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
は
が
ん
細
胞
以
外
で
は
皮

膚
に
多
い
た
め
、
に
き
び
の
よ
う
な
皮

疹
や
爪
周
囲
の
炎
症
と
い
っ
た
副
作
用

が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
細
胞
が

持
つ
Ｋ
Ｒ
Ａ
Ｓ
と
い
う
遺
伝
子
に
傷
が

あ
る
と
、
細
胞
表
面
の
ス
イ
ッ
チ
を
止

め
て
も
細
胞
の
分
裂
・
増
殖
が
止
め
ら

れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
セ

ツ
キ
シ
マ
ブ
や
パ
ニ
ツ
ム
マ
ブ
を
使
用

す
る
前
に
、
が
ん
細
胞
の
Ｋ
Ｒ
Ａ
Ｓ
遺

伝
子
を
調
べ
る
こ
と
で
、
事
前
に
効
果

を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
マ
チ
ニ
ブ
と
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

消
化
管
間
質
腫
瘍（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）は
消

化
管
に
で
き
る
非
常
に
ま
れ
な
腫
瘍

で
、
胃
、
小
腸
、
食
道
、
大
腸
に
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

外
科
的
切
除
が
困
難
な
場
合
に
は
、

腫
瘍
の
進
行
を
抑
え
る
期
間
を
延
ば
す

効
果
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
イ
マ
チ

ニ
ブ
が
第
１
選
択
に
な
り
ま
す
。
手
術

後
に
再
発
の
危
険
性
が
高
い
患
者
さ
ん

に
対
し
て
、
再
発
の
予
防
に
使
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

イ
マ
チ
ニ
ブ
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
細
胞
の
表

面
に
あ
る
Ｋ
Ｉ
Ｔ
と
い
う
受
容
体
に
作

用
し
、
細
胞
の
増
殖
を
止
め
ま
す
。
こ

の
お
薬
を
使
う
場
合
は
、
患
者
さ
ん
が

Ｋ
Ｉ
Ｔ
と
い
う
た
ん
白
を
持
っ
て
い
る

か
ど
う
か
を
調
べ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
イ
マ
チ
ニ
ブ
の
副
作
用
と
し
て
、

吐
き
気
、
発
疹
、
む
く
み
、
下
痢
な
ど

が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ス
ツ
ズ
マ
ブ
と
乳
が
ん
、
胃
が
ん

が
ん
細
胞
の
中
に
は
ヒ
ト
上
皮
増
殖

因
子
受
容
体
２
型(

Ｈ
Ｅ
Ｒ
２)

と
い
う
受

容
体
を
多
く
持
つ
が
ん
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
に

対
す
る
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
で
あ
る

ト
ラ
ス
ツ
ズ
マ
ブ
が
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
陽
性
の

転
移
性
乳
が
ん
に
対
し
て
有
効
で
、
す

で
に
認
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
受
容
体
は
胃
が
ん
で
も
約

２
割
が
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
最
近
、
標
準
的
な
抗
が
ん
剤

に
ト
ラ
ス
ツ
ズ
マ
ブ
を
併
用
す
る
こ
と

で
、
手
術
が
で
き
な
い
進
行
胃
が
ん
や

再
発
胃
が
ん
の
患
者
さ
ん
の
生
存
期
間

を
延
長
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
現
在
、
そ
の
有
効
性
と
安
全
性
の

審
査
を
受
け
て
お
り
、
今
後
認
可
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
薬
は
副
作
用
が
あ
ま
り
問
題

に
な
り
ま
せ
ん
が
、
ま
れ
に
心
臓
の
働
き

を
弱
め
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ソ
ラ
フ
ェ
ニ
ブ
と
肝
細
胞
が
ん

ソ
ラ
フ
ェ
ニ
ブ
は
血
管
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ

受
容
体
と
が
ん
細
胞
内
の
細
胞
増
殖
の

ス
イ
ッ
チ
に
作
用
す
る
お
薬
で
す
。

海
外
で
行
わ
れ
た
臨
床
試
験
で
、
手

術
が
で
き
な
い
肝
細
胞
が
ん
で
生
存
期

間
を
延
長
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
外
科
手
術
、
ラ
ジ
オ
波
熱
凝
固

療
法
や
肝
動
脈
化
学
塞
栓
療
法
な
ど
の

局
所
治
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
肝
細
胞

が
ん
が
、
ソ
ラ
フ
ェ
ニ
ブ
に
よ
る
治
療

の
適
応
と
な
り
ま
す
。

副
作
用
と
し
て
、
手
の
ひ
ら
や
足
の

裏
が
赤
く
な
っ
た
り
、
ひ
り
ひ
り
し
た

り
す
る
手
足
症
候
群
が
現
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
悪
化
す
る
と
、
水
ぶ
く
れ

や
ひ
び
割
れ
が
で
き
、
強
い
痛
み
が
生

じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
発

疹
、
下
痢
、
高
血
圧
、
脱
毛
が
現
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
最
後
に

分
子
標
的
薬
は
が
ん
を
対
象
と
し
た

新
し
い
治
療
薬
で
、
外
科
手
術
の
で
き

な
い
消
化
器
が
ん
で
の
生
存
期
間
を
延

長
す
る
、
あ
る
い
は
腫
瘍
の
増
殖
を
抑

え
る
効
果
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
正
常
な
細
胞
に
も
作
用
し
、
強
い

副
作
用
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
お
薬
の
効
果
を
予
測

す
る
検
査
も
進
歩
し
て
お
り
、
患
者
さ

ん
の
が
ん
の
個
性
に
合
わ
せ
た
治
療
が

可
能
な
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
消
化
器
の
病
気
や
健
康
に
関
す

る
疑
問
や
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
医
が
わ
か
り
や
す
く

お
答
え
し
ま
す
。�

ど
う�

し
ま
し
た
？�
消化器�

Q&A
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胆
石
が
あ
る
と

胆
の
う
が
ん
に
な
り

や
す
い
の
で
し
ょ

う
か
？

機
能
性
デ
ィ

ス
ペ
プ
シ
ア（
Ｆ

Ｄ
）で
悩
ん
で
い

ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
の

除
菌
は
有
効
で
す
か
？

か
つ
て
は
、
胆
石
を
持
っ

て
い
る
と
胆
の
う
が
ん
に
か

か
り
や
す
い
と
い
わ
れ
、
ま

た
、
胆
の
う
が
ん
は
致
命
的
な
こ
と
が
少

な
く
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
腹
痛
な
ど

の
症
状
の
な
い
無
症
状
胆
石
の
方
に
も

胆
の
う
を
摘
除
す
る
手
術
が
勧
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
実

際
に
は
、
胆
の
う
結
石
が
胆
の
う
が
ん

を
引
き
起
こ
す
頻
度
は
か
な
り
低
く
、

機
能
性
デ
ィ
ス
ペ
プ
シ
ア

(

Ｆ
Ｄ)

は
、
胃
カ
メ
ラ
や
バ
リ

ウ
ム
検
査
で
、
胃
に
潰
瘍
や

腫
瘍
な
ど
目
に
見
え
る
病
変（
器
質
的
疾

患
）が
な
い
の
に
、
み
ぞ
お
ち
辺
り
に
症

状
が
生
じ
る
病
気
で
す
。
ロ
ー
マ
Ⅲ
基
準

と
い
う
国
際
的
な
診
断
基
準
に
よ
れ
ば
、

器
質
的
疾
患
を
認
め
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
胃
・
十
二
指
腸
を
中
心
に
つ
ら
い
と

感
じ
る
食
後
の
も
た
れ
感
、
食
事
開
始
後

１
０
０
０
人
に
数
人
程
度
で
あ
り
、
無

症
状
例
で
の
頻
度
は
さ
ら
に
低
く
な
る

こ
と
が
、
近
年
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
胆
石
が
あ
っ
て
も
症

状
の
な
い
方
は
、
消
化
器
病
専
門
医
か

ら
超
音
波
検
査
な
ど
の
定
期
検
査
を
、

基
本
的
に
年
１
回
程
度
受
け
、
問
題
が

な
け
れ
ば
、
経
過
を
観
察
し
て
い
け
ば

よ
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

他
方
、
胆
石
の
症
状
が
現
れ
て
い
る

と
き
や
、
胆
の
う
が
ん
の
合
併
が
多
少

な
り
と
も
疑
わ
れ
た
と
き
は
、
手
術
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
手
術
は
多
く
の
場

合
、
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
短
期
入
院

で
済
む
腹
腔
鏡
下
胆
の
う
摘
出
術
が
可

能
で
す
。
技
術
と
経
験
の
あ
る
病
院
で

は
安
全
に
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
症
状
が
な
く
て
も
、
胆
石
の

径
が
20
mm
以
上
と
大
き
い
と
き
、
胆
石

が
多
数
あ
る
と
き
、
あ
る
い
は
胆
の
う

や
総
胆
管
に
形
態
上
の
異
常
を
伴
う
と

き
は
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
と
相
談

し
、
一
度
、
消
化
器
外
科
専
門
医
を
受

診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

す
ぐ
の
お
な
か
が
一
杯
に
な
る
感
じ
、
み

ぞ
お
ち
の
痛
み
ま
た
は
灼
熱
感
の
う
ち
１

つ
以
上
の
症
状
を
半
年
以
上
前
か
ら
訴

え
、
直
近
の
３
ヵ
月
間
に
条
件
を
満
た
し

て
い
る
場
合
を
Ｆ
Ｄ
と
定
め
て
い
ま
す
。

治
療
は
生
活
改
善
が
基
本
で
す
が
、

薬
物
と
し
て
酸
分
泌
抑
制
薬
、
消
化
管

運
動
機
能
改
善
薬
、
抗
う
つ
薬
、
漢
方

薬
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

せ
い
そ
く

胃
に
棲
息
す
る
ピ
ロ
リ
菌
も
Ｆ
Ｄ
の

病
態
に
関
与
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
Ｆ

Ｄ
に
対
す
る
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
の
有
効
性

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
反
対
の
報

告
も
あ
り
、
結
論
は
一
定
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
疫
学
的
に
は
、
わ
ず

か（
14
人
に
１
人
が
有
効
に
な
る
程
度
）

で
す
が
、
有
意
な
有
効
性
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
際
、
欧
州
で
は
ピ
ロ
リ
菌

陽
性
の
Ｆ
Ｄ
の
治
療
と
し
て
除
菌
が
強

く
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
ヘ
リ
コ

バ
ク
タ
ー
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、「
ピ
ロ
リ
菌
感
染
症
」の
す
べ
て
に

除
菌
を
推
奨
し
て
お
り
、
Ｆ
Ｄ
で
の
除

菌
に「
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
Ⅰ
」（
最
高
ラ

ン
ク
）を
つ
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

薬
物
療
法
が
著
効
し
に
く
い
Ｆ
Ｄ
の
診

療
に
お
い
て
は
、
除
菌
も
一
度
は
試
み

て
よ
い
方
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
健
康
保
険
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

回
答
者

東
北
労
災
病
院

外
科
・
副
院
長

徳
村
　
弘
実

回
答
者

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
内
科

学（
消
化
器
）専
任
講
師

鈴
木
　
秀
和
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情報のひろば

腸内細菌叢と
消化器の病気

す

人体には約百兆個の細菌が棲みついていま
せいそく

す。その大半は腸管内に棲息し（総重量1kg）、

日々、乾燥便1gあたり1兆個の細菌とその死骸が

排出されます。人の腸内の細菌は1,000種類を超

え、個々人には少なくとも160種類が棲むといい

ます。これらの細菌たちは相互に棲息範囲を保
そう

ち、草原のように整然と常在細菌叢を築いてい

ます。常在細菌叢は、侵入した有害な微生物の

排除、免疫の構築、ビタミンの合成や難消化性

繊維の分解による体へのエネルギー供給など人

に有益な働きを担っています。人は離乳期以

降、おのおのに固有の腸内常在細菌叢が形成さ

れ、その構成は生涯維持されます。抗生物質に

より腸内細菌叢が乱れると、腸粘膜を障害する

細菌が増えて下痢や血便を生じることがありま

すが、抗生物質をやめると、多くが元の腸内細

菌叢に戻り軽快します。一方、慢性的に腸に炎

症を起こす潰瘍性大腸炎やクローン病は、遺伝

的な諸素因を背景とした腸内細菌叢への免疫反

応の異常・変調から発症するとされています。

ところが従来の培養法では腸内細菌叢の菌の約3

割しか確認できず、腸内細菌叢の機能や慢性疾

患への関与を探る研究の妨げとなっていまし

た。現在は遺伝子解析を用いて、腸内細菌叢の変

化と人の健康・病気とのかかわりが解明されつ

つあります。肥満や生活習慣病との関連も大き

な話題で、腸内細菌叢を標的に消化器および全

身の病気に取り組む時代の到来が待たれます。

滋賀医科大学消化器内科教授　藤山　佳秀

腸内細菌
の話題

日本消化器病学会の各支部において市民公開講座を開催致します。健康相談、

質疑応答もありますので、ぜひご参加ください。参加費はすべて無料です。

(一欄は平成23年度の予定です。詳細はホームページをご覧ください。）

市民公開講座の
お知らせ

市民公開講座の
お知らせ

平成23年度

催開 時日 所　場 マーテ せ合問お

第 79 回

会総

5月 22 日(日)

00:41
～ 00:61

ルーホ民区谷四立区宿新

町藤内区宿新（ )78
病器化消とスレトス ）仮（

科内器化消　学大塾義應慶
文紀　比日

1121-3533-30.LET

国中

部支

6月 62 日(日)

03:31
～ 00:61

ンセンョシンベンコ子米
プッシグッビータ

町広末市子米（ )492

患疾器化消す話がルカィデメコ
」病器化消たみらか師護看「
かほ」患疾器化消す話が師剤薬「

科内器化消院病災労陰山
廣幸　本岸

1818-33-9580.LET

7月9日(土)

03:31
～ 03:51

館会化文んぎりと

町徳尚市取鳥（ )5-101

」んがのかなお「る語くしさや
識知礎基の

かほ」ぐ防をんが「

科内院病央中立県取鳥
宣辰　水清

1722-62-7580.LET

国四

部支

9月 01 日(土)

00:31
～ 00:61

ータンセ流交化文町子内
ルバス

村寺町子内郡多喜（ )152

かなおと慣習活生
」気病の腸胃と慣習活生「
かほ」気病の臓肝と慣習活生「

病慣習活生域地　学大媛愛
三文　浦松・学泌分内

8035-069-980.LET

9月 11 日(日)

03:31
～ 00:71

ザラプ化文市知高
ルーホ小とーぽるか

田反九市知高（ )1-2

気病のかなおるす得てっ知
」膵胆「」腸小「
」腸大「」道食「

科内器化消　学大知高
ニ信　　岩

8332-088-880.LET

9月 11 日(日)

00:41
～ 00:61

松高トーポンサ

トーポンサ市松高（ 1-2 ）

療治と防予のんが器化消
」んが腸大「」んが胃「
」んが肝「」んが膵「

科内院病央中立県川香
一浩　口高

2222-538-780.LET

9月 71 日(土)

00:31
～ 00:71

県島徳（ルーホんぎわあ
ホ小Ｆ５）館会化文土郷

ルー 町場藍市島徳（ 2）

療治と断診の患疾器化消の新最
」術手と断診のんが道食「
かほ」術手と断診のんが胃「

部療診科外域地　学大島徳
浩信　田栗

9317-336-880.LET

州九

部支

3月 72 日(日)

00:31
～ 03:51

学大崎長 館会順良部学医
２F ルーホンイドーボ

本坂市崎長（ 4-21-1 ）

療治新最の患疾器化消
」線前最の療治と防予のんが胃「
かほ」療治新最の患疾腸性症炎「

御制態病器化消　学大崎長

・学 彦一　尾中

1847-918-590.LET

山竒
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寄附のお願い
について

EUSスコープ
先端部に超小型超音
波装置を内臓（矢印） EUS-FNAによる膵がんの穿刺

胃の内側から膵がんの中に針を刺し
て、その一部を採取（イメージ図）

膵がんのEUS画像
矢印は穿刺針

膵臓

胃
胆
の
う

EUSスコープ

今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
が

続
き
、
例
年
の
涼
し
さ
、
寒
さ
が
訪

れ
な
い
の
で
は
と
心
配
さ
れ
る
ほ
ど

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
は
急
に

寒
く
な
り
、
日
本
特
有
の
季
節
の
移

り
変
わ
り
を
改
め
て
感
じ
る
。

一
方
、
医
療
は
日
々
進
歩
し
て
い

る
。
日
本
消
化
器
病
学
会
で
は
慢
性

膵
炎
の
医
師
向
け「
診
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」と「
患
者
さ
ん
と
家
族
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
た
。

患
者
さ
ん
と
ご
家
族
と
一
緒
に
病
気

に
対
処
し
よ
う
と
の
思
い
か
ら
で
あ

る
。
消
化
性
潰
瘍
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

も
作
成
さ
れ
て
お
り
、
他
の
疾
患
に

つ
い
て
も
順
次
準
備
さ
れ
て
い
る
。

病
気
の
解
説
・
治
療
法
な
ど
が
図
を

交
え
て
わ
か
り
や
す
く
記
載
さ
れ
て

お
り
、
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

を内視鏡先端部から出てくる針を用いて採取する

方法をEUSガイド下穿刺吸引法（EUS-FNA）と呼び

ます。EUS-FNAは本年の4月より保険診療に認可

され、膵がん等

の診断に用いら

れるようになり

ました。膵臓は

背中側に位置す

るため、他の検

査で腫瘍が疑わ

れても組織を採

取できないこと

がありました

が、この方法により腫瘍の

一部を採取することで、が

んであるかどうかを調べる

ことが可能となりました。

針はEUSの超音波装置で観

察しながら刺すため、血管などを避けることがで

き、他の方法と比較すると安全に行えます。

近畿大学医学部消化器内科准教授　北野　雅之

●超音波内視鏡（EUS）とは

超音波検査は、身体の外から超音波信号を送り

内臓で跳ね返ってくる信号を受信して内臓の病気

を観察します。また、内視鏡検査は、消化管を内

側から観察し胃や大腸などの病気を診断します。

近年では内視鏡の先端部に超

音波装置を搭載することで、

消化管を内側から観察するだ

けでなく消化管周辺の臓器も

観察することが可能となりま

した。この内視鏡と超音波が

合体した検査法を超音波内視

鏡（EUS）検査と呼びます。

EUS検査の利点は、通常の内視鏡では観察でき

ない病変、特に消化管に近い胆のうや膵臓の腫

瘍、リンパ節あるいは消化管壁の中にもぐりこん

でいる腫瘍などをより鮮明に観察できる点です。

また、他の画像診断では発見できない小さな病変

がこのEUS検査で発見できることもあります。

●EUS-FNAとは

EUS検査中に、前述の消化管周辺の病変の一部

日
本
消
化
器
病
学
会
広
報
委
員
会
委
員

藤
田
保
健
衛
生
大
学
坂
文
種
報
徳
會
病
院
内
科

芳
野
　
純
治

本
紙
へ
の
ご
意
見
、ご
要
望
等
は
左
記
ま
で
。
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編集後記

【お問合わせ先】財団法人日本消化器病学会 事務局
〒104-0061 東京都中央区銀座8-9-13
TEL 03-3573-4297 FAX 03-3289-2359 E-mail info@jsge.or.jp
URL http://www.jsge.or.jp

財団法人日本消化器病学会は、

昭和29年に医学会においては数少

ない財団法人の認可を受け、公益事業を積極的に推進

しています。その一環として、全国各地で市民公開講

座の開催、『消化器now』の発行を行っております。

篤志家、各種団体からの寄附を受け付けております

ので、詳細等お問合わせは下記にお願いします。

EUS-FNA検査


